
　
　
爺
湖
町
は
、
姉
妹
都
市
の
神
奈

　
　
川
県
箱
根
町
と
６
月
30
日
役
場

防
災
ホ
ー
ル
で
、
災
害
時
の
応
援
活

動
を
取
り
決
め
た
「
大
規
模
災
害
時

等
の
相
互
応
援
協
定
」
の
調
印
式
を

行
い
ま
し
た
。

　
昨
年
の
大
規
模
、
広
範
囲
と
な
っ

た
３
・
11
東
日
本
大
震
災
の
経
験
か

ら
、
今
後
広
域
的
な
連
携
や
姉
妹
都

市
な
ど
の
地
縁
の
あ
る
遠
隔
自
治
体

と
の
相
互
応
援
協
定
の
整
備
が
急
務

と
な
り
、
永
年
姉
妹
都
市
と
し
て
築

か
れ
て
き
た
友
好
関
係
に
基
づ
い
て
、

箱
根
町
と
同
協
定
を
取
り
ま
と
め
ま

し
た
。

　
同
協
定
で
は
、
ど
ち
ら
か
の
町
が

自
然
災
害
の
被
害
に
遭
っ
た
場
合
、

職
員
の
派
遣
や
食
糧
、
飲
料
水
の
提

供
、
被
災
児
童
生
徒
の
受
入
れ
な
ど

８
項
目
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
調
印
式
で
は
、
真
屋
町
長
と
山
口

箱
根
町
長
が
そ
れ
そ
れ
協
定
書
に
署

名
。

　
そ
の
後
の
挨
拶
で
、
真
屋
町
長
が

「
災
害
経
験
の
町
と
し
て
非
常
に
心

強
い
。
姉
妹
都
市
と
し
て
の
絆
が
一

層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
山
口
町
長

は
「
大
災
害
に
は
近
隣
市
町
村
の
協

力
で
は
難
し
い
の
で
、
こ
の
締
結
は

心
強
い
。
今
後
ジ
オ
パ
ー
ク
で
の
連

携
も
深
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
町
は
、
今
年
４
月
に
も
同
様
の
協

定
を
友
好
都
市
の
三
豊
市
と
締
結
し

て
い
ま
す
。

　
　
月
17
日
、
洞
爺

　
　
湖
町
と
姉
妹
都

市
の
神
奈
川
県
箱
根

町
か
ら
、
１
泊
２
日

の
日
程
で
、「
自
治
会

長
親
善
訪
問
団
（
団

長
・
福
住
幸
次
湯
本

茶
屋
自
治
会
長
）
」

が
訪
れ
、
町
内
の
自

治
会
役
員
ら
と
意
見

交
換
な
ど
で
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　
役
場
防
災
研
修
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
た
歓

迎
式
で
は
、
真
屋
町

長
や
福
井
洞
爺
湖
町

自
治
会
連
合
会
長
ら

が
、
当
町
を
訪
問
し

た
20
人
の
箱
根
町
自

治
会
会
長
ら
を
温
か
く
迎
い
入
れ
ま

し
た
。

　
引
続
き
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
、

「
災
害
時
の
対
応
」
「
自
治
会
の
高

齢
化
」
「
ジ
オ
パ
ー
ク
の
取
組
み
」

な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
課
題
に
つ
い
て
、

報
告
や
質
問
、
意
見
な
ど
が
取
り
交

取
り
交
さ
れ
ま
し
た
。

　
翌
日
は
、
サ
ミ
ッ
ト
記
念
館
や
洞

爺
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施

設
を
視
察
。
洞
爺
湖
町
を
満
喫
し
、

箱
根
町
へ
の
帰
路
に
就
き
ま
し
た
。

箱根町自治会長訪問団

町内の
自治会役員らと
意見交換

洞
爺
湖
町
と
箱
根
町
が
協
定
を
締
結

大
規
模
災
害
時
の
相
互
応
援
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